
2022度 第 28回 福岡県民ゴルフ大会 

 

開 催 日 ： 令和 4年 7 月 28日（木） 

開催コース ： SUNGOLF＆RESORTS ワカミヤコース 

 

2019 年 1 月度日本ゴルフ協会発行のゴルフ規則と、この競技の条件・ローカルルールを適用する。本書に記

載のない事項や追加変更がある場合は、競技会場での掲示物に掲載されるので必ず参照すること。 

 

競 技 の 条 件 

1. 競技委員会の裁定 

競技委員会は競技の条件を修正する権限を有し、すべての事柄についてこの委員会の裁定は最終である。 

2. 日本ゴルフ協会ゴルフ規則および本競技のローカルルールを適用する。 

3. 使用球、プレーヤーがストロークを行う時に使用する球は、R＆A が発行する最新の適合球リストに記載

されていなければならない。このルールの違反は競技失格。 

4. 使用クラブの規格、プレーヤーがストロークを行うために使うドライバーは、R&A が発行する最新の適合ドライ

バーヘッドリストに記載されているクラブヘッドをもつものでなければならない。このルールの違反は競技失格。 

5. 本競技は競技委員長が作成した成績表が掲示された時点をもって終了したものとみなす。 

6. ホールとホールの間での練習禁止 

ただし練習グリーンにおけるパッティング、及びチッピングを除く 

7. プレーの中断と再開 

（1） プレーの中断（落雷などの危険を伴わない気象状況）については、ゴルフ規則 5.7 に従って処置する

こと。 

（2） 険悪な気象状況にあるため、委員会の決定によりプレーが中断となった場合、同じ組の競技者全員が

ホールとホールの間にいたときは、各競技者は委員会よりプレー再開の指示が出るまでプレーを再開

してはならない。1 ホールのプレーの途中であったときは、各競技者はすぐにプレーを中断しなけれ

ばならず、そのあと、委員会よりプレー再開の指示が出るまでプレーを再開してはならない。競技者

がすぐにプレーを中断しなかったときは、罰を免除する正当な事情がなければ、その競技者は競技失

格とする。この条件の違反の罰は競技失格（ゴルフ規則 5-7） 

（3） プレーの中断と再開の合図について 

通常のプレー中断 ： 短いサイレンを 2回流して通報する。または、本部よりカートナビゲーション

にて競技委員を通じて競技者に連絡する。 

プレーの再開    ： 1回の長いサイレンを鳴らして通報する。または、本部よりカートナビゲーシ

ョンにて競技委員を通じて競技者に連絡する 

険悪な気象状況による即時中断 ： 1 回の長いサイレンを鳴らして通報する。または、本部よりカー

トナビゲーションにて競技委員を通じて競技者に連絡する。 

8. 移動 

本競技は乗用カートの使用を認める。 

 



ローカル・ルール 

1. アウトオブバウンズの境界は白杭をもって標示する。 

2. 修理地は白線及び青杭で定めこの場所に球があるか、スタンスがかかる場合は救済を受けなければならな

い。 

3. 特設ティ、緑杭は使用しない。ただし、9 番ホールは池に入った場合、特設ティを使用し前進 3 打、OB

の場合は前進 4打でプレーしなければならない。 

4. レッドペナルティエリアは赤杭または赤線をもってその限界を標示する。線と杭が併用されている場合は

線がその限界を標示する。 

5. 排水溝は動かせない障害物とする。 

6. 電磁誘導カート用の 2本の人工の表面を持つ軌道は全幅をもってカート道とみなす。またカート道に隣接

する轍（わだち）もその道路の一部とみなす。 

「球がこのカート道路の上にある場合、救済を受けなければならない。このローカル・ルールの違反の罰は、

2打」 

7. 人工の表面を持つ道路に接した排水溝は、その道路の一部とみなす。 

8. 樹木保護のための巻物施設（巻網など）は、コースと不可分の部分とする。 

9. クローズドの標示のある予備グリーンに球があるかスタンスが掛かる場合は、ゴルフ規則 13.1f により救済を受ける

こと。 

10. 乗用カートに搭載されているナビゲーションシステムの利用を認める。 

11. バンカー内の流水跡がある場合は罰なしに元の位置にできるだけ近く、かつホールに近づかない箇所にド

ロップすることができる。 

 

注 意 事 項 

 

1. 競技の条件やローカルルールの追加、変更のあるときはクラブハウス内及びスターティングホール付近に

掲示し告示する。なお、天候その他の都合により、競技方法を変更するときがある。 

2. プレーの進行に留意し、先行組みとの間隔を不当にあけないよう注意すること。なお、プレーの進行を不

当に遅らせた場合はペナルティを課す。 

3. 競技中にルール上の問題が生じ、処置が疑問の場合は本球、予備球両方でそのホールをホールアウトし競

技委員の裁定を受けなければならない。 

4. スタート時間の 30 分前までに署名しなければならない。なお、スタートコール時に、ティーイングエリ

ア付近に待機すること。 

5. 9ホール終了後、プレーを遅れさせなければクラブハウス内に立ち入ることができる。 

6. 競技委員会は競技中を含めいつでも、出場にふさわしくないと判断した競技者の参加資格を取り消すこと

ができる。 

 

 

競技委員長   山中 正義 


